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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ  13/02     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月27日(2015.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　図４は、複数の視点画像についての説明図である。光線情報を利用して視点画像を生成
する場合、マイクロレンズ毎に視点と画素の関係を予め算出しておく。例えば、撮像光学
系２２における視点ＶＰを介してマイクロレンズ２３０１-aに入射した入射光が、いずれ
の画素に入射するか算出しておく（図４では、画素２３１-avpに入射する場合を示してい
る）。同様に、視点ＶＰを介してマイクロレンズ２３０１-bに入射した入射光についても
、いずれの画素に入射するか算出しておく（図４では、画素２３１-bvpに入射する場合を
示している）。また、他のマイクロレンズ２３０１についても、視点ＶＰを通過した入射
光が入射する画素位置を予め算出しておく。このように、視点ＶＰを介してマイクロレン
ズに入射した入射光がいずれの画素位置に入射するか算出しておけば、視点ＶＰに対応す
る画素の画素信号をマイクロレンズ２３０１毎に読み出すことで、視点ＶＰの視点画像を
生成できる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　画像分割部２４は、撮像部２３で生成された光線情報を視点毎に分割して複数の視点画
像の画像信号を生成する。例えば視点１画像の画像信号を生成して視点１画像処理部３０
-1に出力する。同様に、視点２（～ｎ）画像の画像信号を生成して視点２（～ｎ）画像処
理部３０-2(～n)に出力する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　図１８は視点を４つのグループ、図１９は視点を８つのグループとする場合を示してい
る。図１８に示すようにグループの境界を垂直方向に設けて、４つのグループＧＰ１～Ｇ
Ｐ４に分けた場合、グループＧＰ１に含まれる視点の視点画像を加算した画像は、グルー
プＧＰ１の右側に隣接するグループＧＰ２に含まれる視点の視点画像を加算した画像より
も、視点が左側に位置する画像となる。同様に、グループＧＰ４に含まれる視点の視点画
像を加算した画像は、グループＧＰ４の左側に隣接するグループＧＰ３に含まれる視点の
視点画像を加算した画像よりも、視点が右側に位置する画像となる。また、グループＧＰ
２に含まれる視点の視点画像を加算した画像は、グループＧＰ２が中央より左側に位置す
ることから、視点が中央よりも左側に移動している画像となる。さらに、グループＧＰ３
に含まれる視点の視点画像を加算した画像は、グループＧＰ３が中央より右側に位置する
ことから、視点が中央よりも右側に移動している画像となる。したがって、図１８のよう
に視点を４つにグループ化した場合には、視点位置が左右方向に異なる４つ画像を生成で
きる。
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